
平成21年(2009年)3月期 第3四半期累計期間決算発表

次世代マニピュレータ（双腕機）



Ⅰ．決算の概要
（単位：億円）
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08年度 07年度 対前年

第3Q累計 第3Q累計 同期比

(1,461) (2,142) (68%)

 売  上  高 6,002 6,302 95%

(96) (199) (48%)

 営業利益 567 709 80%

(93) (188) (50%)

548 654 84%

(32) (136) (24%)

255 369 69%

 売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾄﾞﾙ) (99.37) 103.56 (112.33) 116.39

為  予約反映後ﾚｰﾄ(円/ﾄﾞﾙ) (103.25) 104.29 (114.50) 117.16

替  売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾕｰﾛ) (136.75) 158.45 (162.20) 161.26

 予約反映後ﾚｰﾄ(円/ﾕｰﾛ) (162.72) 159.63 (160.62) 160.16

注．(　　)内は第3四半期3ヶ月累計額にて内数

 経常利益

 当期純利益

•世界で建機需要
が落ち込み、減収
減益

•特に08年10月～
12月3ヶ月の諸数

値は前年を大きく
下回る

•為替は想定を大
幅に上回る円高が
進行



油圧ショベル世界需要推移

（台／年）
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囲み数値は
対07年度増減率
で％表示
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(当社調べ)

(複写・転用は御遠慮下さい)

３月締ベース
上期 –5
下期 –37

-6

-21

インド 10 -35 -16

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 57 -54 - 5

中近東 31 –39 -2

アフリカ 44 -13 14

18 -69 -32

中南米 51 -25 11

上期 下期 通年

（%）

ﾛｼｱ･東欧
･CIS

-22

-31

-20

26

8

-1

豪亜

その他

•2008年11月頃

より世界的に需
要は急速に減
少

•下期、先進地
域（日本、欧州、
北米）はさらに
悪化が進む。

•新興地域も大
幅減少、中国も
前年比小幅な
がらﾏｲﾅｽに

•下期は’04-’05
年度中間の水
準



要約連結損益計算書
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08年度 07年度 対前年同期比

第3四半期 第3四半期 金額 ％

売 上 高 1,461 2,142 △681 68%

売 上 原 価 1,009 1,553 △544 65%

販 売 費 ・ 管 理 費 356 390 △34 91%

割 賦 利 益 調 整 額 0 0 0 -

営 業 利 益 96 199 △103 48%

営 業 外 損 益 △3 △12 9 25%

経 常 利 益 93 188 △94 50%

特 別 損 益 △28 0 △28 -

法 人 税 等 41 27 14 149%

少 数 株 主 損 益 7 △24 31 -

当 期 純 利 益 32 136 △104 24%

•10-12月期3ヶ月

累計を表示

•売上高は前年
比68％、681億

のﾏｲﾅｽ

（単位：億円）
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日本
34%

豪亜
22%

米州
12%

欧州
11%

中国
13%

8%

日本
29%

豪亜
19%

欧州
17%

中国
13%

14%

米州
8%

1,461億円

ﾛｼｱ CIS
中東 ｱﾌﾘｶ

2,142億円

ﾛｼｱ CIS
中東 ｱﾌﾘｶ

海外売上高
比率 ７１%

海外売上高
比率 ６６%

08年第3Q
実績

07年第3Q
実績

(注1) は対前年伸び率%

日本

豪亜

米州

欧州

中国

ﾛｼｱ
CIS
中東
ｱﾌﾘｶ

07年第3Q実績 08年第3Q実績

2142

69%

44%

101%

77%

81%

68%

39%

(億円)

1461

(対前年比)
•中国
10-12月期需要
△30％で減収

•ロシアCIS
現地の在庫調整
のため下期の出
荷ｽﾄｯﾌﾟ

•欧州
急激な需要減のた
め在庫調整

•米州
従来から在庫厳し
く運営。結果的に
若干のﾌﾟﾗｽ

•豪亜
ｲﾝﾄﾞ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ等
においても需要減

↓
海外売上高比率
が前年比一時的
ではあるが減少



所在地別 売上高内訳（実績）
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会社数 売上高

08-3Q
実績

07-3Q
実績

08-3Q
実績(A)

07-3Q
実績(B)

増減
(A-B)

増減率
(A/B)

日立建機 － － 916 1,130 △214 81%

国 製　　造 6 7 269 298 △29 90%

内 レンタル 1 8 94 104 △10 90%

ソフト事業他 8 9 255 263 △8 97%

計 15 24 618 665 △47 93%

海 製　　造 5 6 514 852 △338 60%

外 販売・サービス 17 16 534 838 △304 64%

計 22 22 1,048 1,690 △642 62%

ＴＣＭグループ　注1 25 24 293 370 △77 79%

合    計 62 70 2,875 3,855 △980 75%

連結調整 △1,414 △1,713 299 83%

連結売上高 1,461 2,142 △681 68%

 注1）ＴＣＭグループ連結数値

売上高増減の
主な内訳

•日立建機 △214
億円の内訳

国内 △83億
輸出 △131億

→従来と違い、輸
出も減少に

•国内・製造△29
億円の内訳
日立建機ﾃｨｴﾗ
△43億

日立住友重機械
建機ｸﾚｰﾝ＋30億

•海外・製造△338
億円の内訳
ﾖｰﾛｯﾊﾟ△321億
中国 △24億

→中国で計画比
若干の減産

•海外・販売ｻｰﾋﾞｽ
△304億円の内訳
中国 △110億
ｲｷﾞﾘｽ △71億
南ア △38億
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ△31億

→現地通貨での
円高の影響もあり

（単位：億円）



要約連結損益計算書
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08年度 07年度 対前年同期比

第3四半期 第3四半期 金額 ％

売 上 高 1,461 2,142 △681 68%

売 上 原 価 (69.1%) 1,009 (72.5%) 1,553 △544 65%

販 売 費 ・ 管 理 費 (24.4%) 356 (18.2%) 390 △34 91%

割 賦 利 益 調 整 額 0 0 0 -

営 業 利 益 (6.6%) 96 (9.3%) 199 △103 48%

営 業 外 損 益 △3 △12 9 25%

経 常 利 益 93 188 △94 50%

特 別 損 益 △28 0 △28 -

法 人 税 等 41 27 14 149%

少 数 株 主 損 益 7 △24 31 -

当 期 純 利 益 32 136 △104 24%

•在庫調整および
為替の急激な変
動により未実現利
益が３Qでﾌﾟﾗｽに
効き（92億円）、売

上原価率が低下

（単位：億円）



所在地別 売上高・営業損益内訳（実績）
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売上高 営業損益

08-3Q
実績(A)

07-3Q
実績(B)

増減
(A-B)

08-3Q
実績(C)

07-3Q
実績(D)

増減
(C-D)

日立建機 916 1,130 △214 △41 43 △84

国 製　　造 269 298 △29 7 10 △3

内 レンタル 94 104 △10 1 1 0

ソフト事業他 255 263 △8 2 9 △7

計 618 665 △47 10 20 △10

海 製　　造 514 852 △338 18 71 △53

外 販売・サービス 534 838 △304 52 64 △12

計 1,048 1,690 △642 70 135 △65

ＴＣＭグループ　注1 293 370 △77 △3 21 △24

合    計 2,875 3,855 △980 36 219 △183

連結調整 △1,414 △1,713 299 60 △20 80

連結売上高・営業利益 1,461 2,142 △681 96 199 △103

 注1）ＴＣＭグループ連結数値

（単位：億円）

営業損益増減の
主な内訳

•海外・製造△53
億円の内訳
ﾖｰﾛｯﾊﾟ △38億
中国 △9億

•海外・販売ｻｰﾋﾞｽ
△12億円の内訳
中国 △5億
ｲｷﾞﾘｽ △7億

•連結調整80億円

の内訳
棚卸資産未実現
利益 ＋92億



要約連結損益計算書

（単位：億円）
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08年度 07年度 対前年同期比

第3四半期 第3四半期 金額 ％

売 上 高 1,461 2,142 △681 68%

売 上 原 価 1,009 1,553 △544 65%

販 売 費 ・ 管 理 費 356 390 △34 91%

割 賦 利 益 調 整 額 0 0 0 -

営 業 利 益 96 199 △103 48%

営 業 外 損 益 △3 △12 9 25%

経 常 利 益 93 188 △94 50%

特 別 損 益 △28 0 △28 -

法 人 税 等 41 27 14 149%

少 数 株 主 損 益 7 △24 31 -

当 期 純 利 益 32 136 △104 24%

•売上△30％が損

益分岐点だが、経
費削減努力・未実
現利益の影響あ
り、経常黒字維持

•株安に伴う有価
証券の評価減に
より特損発生

•TCMが繰延税金

資産を取り崩し、
法人税等の負担
増



連結営業外損益比較（実績）

（単位：億円）
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08年度
第3四半期

07年度
第3四半期 増減

金融収支 △13 △4 △9

たな卸資産処分損・評価損 △1 △3 2

持分法による投資損益 △9 7 △16

為替差損益 14 △10 24

その他 6 △2 8

計 △3 △12 9

営業外損益増減
の主な内訳

•金融収支
日立建機上海の
売上減により、
受取利息△5億、

借入金残高増加
による支払利息
△4億

•持分法投資損益
ｲﾝﾄﾞ会社の事業
悪化 △15億

•為替差損益
単独ではﾄﾞﾙ･ﾕｰﾛ
の予約が効いて
＋53億

他通貨でﾏｲﾅｽ



連結損益変動要因（実績）
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•従来なかった
海外会社の損益
悪化が目立つ

•‘その他’96億円

は主に未実現利
益



連結損益変動要因（実績）
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•当３Qは需要減

に伴う売上減・円
高により業績悪化、
固定費削減努力
等だけではｶﾊﾞｰ
できず

•資材費には中国
子会社の親会社
からの部品輸入
に関する為替円
高の影響も含む

•売価アップと資材
購入のﾀｲﾐﾝｸﾞ差 、

現地通貨安の影
響を除けば、実質
的には資材費の
上昇を売価に転
嫁できている



08年度 07年度 対前年同期比

第3Q累計 第3Q累計 金額 ％

売 上 高 6,002 6,302 △300 95%

売 上 原 価 (71.6%) 4,295 (71.0%) 4,473 △178 96%

販 売 費 ・ 管 理 費 (19.0%) 1,140 (17.8%) 1,121 19 102%

割 賦 利 益 調 整 額 0 △1 1 -

営 業 利 益 (9.5%) 567 (11.3%) 709 △142 80%

営 業 外 損 益 △20 △55 35 36%

経 常 利 益 (9.1%) 548 (10.4%) 654 △106 84%

特 別 損 益 △35 0 △35 -

法 人 税 等 204 213 △9 95%

少 数 株 主 損 益 △55 △72 17 76%

当 期 純 利 益 (4.2%) 255 (5.9%) 369 △114 69%

要約連結損益計算書
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（単位：億円）

[32.6%][37.1%]

•第３四半期累計
（9ヶ月間）では売

上高営業利益率
9.5％

売上高経常利益
率9.1％

当期純利益は前
年比69％



要約連結貸借対照表

（単位：億円）
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注1

注2

(A)
08-3Q

(B)
07年度

(C)
07-3Q

(A-B)
増減

(D)
08-3Q

(E)
07年度

(F)
07-3Q

(D-E)
増減

現金及び預金 455 533 516 △78 支 手 ・ 買 掛 金 1,770 1,665 1,748 105

受手・売掛金 1,769 2,389 1,805 △620 そ の 他 2,388 2,356 2,160 32

た な 卸 資 産 2,917 2,070 2,430 847 流 動 負 債 計 4,158 4,021 3,908 137

そ の 他 646 588 686 58 固 定 負 債 計 1,152 844 837 308

流 動 資 産 計 5,787 5,580 5,437 207 負 債 合 計 5,310 4,865 4,745 445

有形固定資産 2,238 2,046 1,964 192 少 数 株 主 持 分 371 368 383 3

(賃 貸 営 業 資 産 ) (425) (359) (385) (66) 資 本 金 ･剰 余 金 3,296 3,136 2,946 160

無形固定資産 228 193 191 35 そ の 他 △229 △38 64 △191

投 資 そ の 他 495 512 546 △17 ( 自 己 資 本 比 率 ) (35.0%) (37.1%) (37.0%) (△2.2%)

固 定 資 産 計 2,961 2,751 2,701 210 純 資 産 合 計 3,438 3,466 3,393 △28

資 産 合 計 8,748 8,331 8,138 417 負債・ 純資 産 合計 8,748 8,331 8,138 417

手持日数(分母は、売上高） （単位：日） (28.0%) (22.9%) (22.6%) (5.1%)

受手・売掛金 71 93 78 △22 有 利 子 負 債 計 2,452 1,907 1,843 545

た な 卸 資 産 117 80 105 37 現 金 及 び 預 金 455 687 806 △232

( 預 け 金 ) (0) (155) (290) (△155)

ネ ッ ト 有 利 子 (22.8%) (14.6%) (12.7%) (8.2%)

負 債 1,997 1,219 1,037 778

ネ ッ ト
Ｄ / Ｅ レ シ オ 0.65 0.39 0.34 0.26

注1) (賃貸営業資産)は有形固定資産の内数。

注2) (預け金)は現預金等の内数で親会社預け金。

•増産対応を目的
とした固定資産増
210億は計画通り

•流動資産207億

増はたな卸資産、
受手・売掛金の影
響

•たな卸資産の手
持日数117日は過
大。80日が目標

•‘純資産の部・そ
の他’において、
急速な円高により、
為替換算調整勘
定△226億計上

•これにより、剰余
金増にも関わらず、
自己資本比率が
低下



連結キャッシュフロー
（単位：億円）
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区　分
08年度

3Q累計実績
07年度

3Q累計実績
増減

税金等調整前当期純損益 513 654 △141
減価償却費 248 218 30
受取手形及び売掛金の増減額 392 109 283
たな卸資産の増減額 △1,226 △610 △616
支払手形及び買掛金の増減額 400 50 350
法人税等の支払額 △315 △236 △79
その他 △229 △161 △68
営業活動 △217 24 △241
有形固定資産の取得による支出 △412 △396 △16
有形固定資産の売却による収入 6 15 △9
投資有価証券の取得による支出 △42 △16 △26
投資有価証券の売却による収入 0 1 △1
その他 △23 △37 14
投資活動 △471 △433 △38

フリーキャッシュフロー △688 △409 △279
短期借入金の増減額 551 264 287
長期借入金の増減額 296 0 296
社債の償還による支出 △130 △103 △27
株式の発行による収入 0 775 △775
その他 △215 △135 △80
財務活動 502 801 △299
　現金及び現金同等物に係る換算差額 △46 3 △49
　現金及び現金同等物の増減額 △232 395 △627
　現金及び現金同等物期首残高 687 411 276
　現金及び現金同等物期末残高 455 806 △351

•急激な需要減少
に対応すべく減産
しているが追いつ
かず、たな卸資産
増により営業CF
はﾏｲﾅｽ

•足元では高水準
の投資の残り分
が計上されている
が、今後基本的に
は増産投資は取
りやめ、07年度
→08年度→09年
度と投資CF減少

していく

•今後はたな卸資
産を縮減し、CF改

善する



Ⅱ．業績予想
（単位：億円）
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08年度 07年度 07年度 対前年 対前年

予想 従来ベ－ス 決算 同期比 同期比

(一部15ヶ月決算) (従来ﾍﾞ-ｽ比)

(9,400)
 売  上  高 7,810 9,036 9,405 86% 83%

(940)
 営 業 利 益 500 1,052 1,085 48% 46%

(900)

460 976 1,006 47% 46%
(480)

200 545 560 37% 36%
売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾄﾞﾙ) 100.86 113.75

為 予約反映後ﾚｰﾄ(円/ﾄﾞﾙ) 102.80 114.94
替 売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾕｰﾛ) 155.39 160.92

予約反映後ﾚｰﾄ(円/ﾕｰﾛ) 159.30 160.58

44円 42円 2円

注．(　　)内は08年10月対外発表値

 当期純利益

１株当り配当金

 経常利益

08年下期の為替レート
想定売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾄﾞﾙ) ９４．７５
予約反映後ﾚｰﾄ（円/ﾄﾞﾙ） ９９．７７
想定売上計上ﾚｰﾄ(円/ﾕｰﾛ) １３１．５９
予約反映後ﾚｰﾄ（円/ﾕｰﾛ） １６０．２７

•本業績予想の4Q 
為替ﾚｰﾄは1米ﾄﾞﾙ
90円、１ﾕｰﾛ120
円を前提

•4Qは、営業利益
△67億円と現段

階では赤字を見
込んでいるが、黒
字達成にﾁｬﾚﾝｼﾞ
したい



地域別売上比率・売上高（連結）
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18% 日本
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10%

海外売上高
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海外売上高
比率 73%

08年度
予想

07年度
実績

7,810億円

9,036億円

ﾛｼｱ CIS
中東 ｱﾌﾘｶ

ﾛｼｱ CIS
中東 ｱﾌﾘｶ
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予想
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予想
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日本

豪亜

米州

ﾛｼｱ
CIS
中東
ｱﾌﾘｶ

中国

欧州

•海外売上比率は
前年並みに戻る
が、構成としては
欧州・ﾛｼｱCIS中

東ｱﾌﾘｶのｳｴｲﾄが
大幅減少、中国は
上昇



所在地別 売上高・営業損益内訳（予想）
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（単位：億円）

売上高 営業損益

08年度
予想(A)

07年度
実績(B)

増減
(A-B)

08年度
予想(C)

07年度
実績(D)

増減
(C-D)

日立建機 4,115 4,799 △684 △44 340 △384

国 製　　造 1,184 1,215 △31 50 68 △18

内 レンタル 379 406 △27 5 5 0

ソフト事業他 1,154 1,132 22 15 48 △33

計 2,717 2,753 △36 70 121 △51

海 製　　造 3,050 3,787 △737 183 300 △117

外 販売・サービス 3,244 4,041 △797 273 362 △89

計 6,294 7,828 △1,534 456 662 △206

ＴＣＭグループ　注1 1,200 1,350 △150 △11 43 △54

合    計 14,326 16,730 △2,404 471 1,166 △695

連結調整 △6,516 △7,325 809 29 △81 110

連結売上高・営業利益 7,810 9,405 △1,595 500 1,085 △585

 注1）ＴＣＭグループ連結数値

営業損益増減の
主な内訳（通年）

•海外・製造△117
億円の内訳
ﾖｰﾛｯﾊﾟ △106億

•連結調整110億

円の内訳
棚卸資産未実現
利益 ＋122億



連結損益変動要因（予想）
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（億円）
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700

900

1,100

０７年度
実績

０８年
度

予想

０７年度
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０８年度
予想

経
常
利
益

日
立
建
機

国
内
会
社

海
外
会
社

そ
の
他

Ｔ
Ｃ
Ｍ

持
分
法

経
常
利
益

当
期
利
益

経
常
利
益

当
期
利
益

特
別
損
益

法
人
税
他

1006

-300

-56

-242

-28
139

460

560

-546

-35

221

200

-59

製造 -16 (65 → 49)

レンタル 0 ( 5 → 5)

ソフト事業他 -40 (46 → 6)

販売･ｻｰﾋﾞｽ会社 -112(381 → 269)

製造会社 -130(235 → 105)

配当消去減 -11 (-161 → -150)
棚残未実現利益増 122(-47 → 75)

•損益のﾌﾟﾗｽ要因
は、棚卸資産未実
現利益しかない、
という厳しい状況



決
算
期
間
統
一
の
影
響
額

（億円）

連結損益変動要因（予想）
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当
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０８年度
予想

０７年度
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経
常
利
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特
別
損
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法
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（ ）内は10月28日公表値
1006

-198 -114

-246

-52

-30

460

212

-59

-59

560
-546

-35
221

200

(1006)

(170)
(304)

(-277)

(-122)

(40)

(-30) (-17)

(900)

•売上減・為替の
影響大

•売価ｱｯﾌﾟと資材
購入のﾀｲﾐﾝｸﾞ差 、

現地通貨安の影
響を除けば、実質
的には資材費の
上昇を売価に転
嫁できている

•間接費は償却
費・研究費等によ
り対前年59億増
加するが、2Q発
表時点より63億節

減（人件費等）



１.配当について

平成１９年８月に実施させて頂きました、公募及び第三者

割当て増資に応じていただいたことに配慮し、従来予想の

年間４４円は変更しておりません。

２.自己株式の取得について

（取得の理由）

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行す

るため。

（取得の内容）

①取得する株式の総数＝９００万株を上限とする。

②取得金額＝８０億円を上限とする。

③取得期間＝平成２１年１月２９日から同年３月２５日まで。



完


